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研究成果の概要（和文）：本研究では，高齢者の歩行能力に関する新たな評価の視点として，「身体に関する感覚入力
情報が変化しても，環境に即した最適な歩行パターンを選択できる能力」について着目した。実験では，狭い隙間を通
過する際の接触頻度や体幹回旋行動について検討した。実験の結果，認知症の疑いがなく，歩行機能も高い高齢者の場
合，環境に即した歩行パターンを適応的に選択できることが分かった。ただし，「隙間を通り抜ける際に，できるだけ
体幹を回旋しない」という空間的な制約を与えた場合，たとえ歩行機能が正常であっても，接触頻度が若齢者よりも有
意に高くなった。この傾向は特に，歩行機能が低いほど顕著であった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to investigate the adaptability of older 
adults to altered bodily states and to modify their locomotor patterns in response to the relationship 
between body and environment. For this purpose, older adults (aged > 65 years old) were asked to walk 
through an aperture of various widths while holding a long bar without touching the frame of the 
aperture. The results showed that healthy older participants without symptoms of dementia were generally 
comparable with young adults in terms of safe passage. However, when they were asked to walk through an 
aperture with minimum body rotations, older participants showed greater frequency of collision with the 
frame of the aperture. This tendency was more evident for older participants with lower mobility.

研究分野： 実験心理学
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１．研究開始当初の背景 
 
高齢者は身体機能の低下だけでなく，自身

の身体機能を正確に把握する能力が低下す
る結果，自身の身体機能を過大評価する傾向
（たとえば，自身のリーチ距離を超えた場所
にある対象物に，手が届くと誤認識する）が
ある（Robinobitch et al。 1999, Sakurai et al。 
2013）。こうした身体機能の過大評価傾向は，
転倒や受傷に結び付く行動を選択する原因
となる可能性がある。現在のところ，実際に
高齢者が歩行の場面でどの程度，身体機能に
即した適応的な行動を選択できるかについ
ては，必ずしも十分な情報があるとは言えな
い。特に，身体と環境の関係性といった知
覚・認知的側面における知見は限られている。 
 
２．研究の目的 
本研究では，狭い隙間を通過する場面の接

触回避行動を測定し，高齢者が接触回避のた
めに動作を適応的に調整できるのかどうか
を評価した。実験では，高齢者に様々な長さ
の平行棒を 2 通りの方法で把持してもらい，
狭い隙間をぶつからないように通過しても
らった。こうした状況において高齢者は，平
行棒の長さが変化しても，必要な文だけ体幹
を回旋して接触を回避するといった，安全か
つ効率的な接触回避行動を選択できるかに
ついて検討した。歩行動作は三次元動作解析
を用いて詳細に検討した。 
 
３．研究の方法 
 
2 つの実験を行った（第 1 実験：健常高齢者
20 名，健常若年者 12 名が参加，第 2 実験：
健常高齢者 21 名，健常若年者 12 名が参加。） 
 
代表的実験課題と手続き 
 4ｍ先前方にある，2 枚のカーテンの間にでき
た隙間を対象とし，平行棒を把持した状態で
通りぬける課題を行った（図 1）。参加者は，
長さの異なる 3 種類の平行棒を，棒の中心を
持つ条件，または棒の両端を持つ条件にて把
持した。歩行実験の条件は，平行棒の長さ 3
種類（身体幅の 0.8 倍，1.5 倍，2.2 倍），平
行棒の把持方法 2 種類，隙間の大きさ 3 種類
（平行棒の長さの 0.9 倍，1.0 倍，1.1 倍）で
あった。 
実験 1 では，隙間通過制限に対して行動の

制限はなく，参加者が自由に接触回避行動を
選択したかった。これに対して実験 2 では，
隙間通過課題に最小限の体幹回旋で接触せ
ずに通過するという制約条件を追加した。 
各条件での隙間通過行動を 3 次元動作解析

により解析し，接触率，体幹の回旋角度，歩
行速度を測定した。実験 1 については，参加
者グループ（高齢者群，若年者群）×平行棒
の長さ 3 種類×平行棒の把持方法 2 種類×隙間
の大きさ 3 種類の 4 要因分散分析にて解析し
た。実験 2 については，参加者グループ（高

齢者群，若年者群）×制約条件（制約あり，
制約なし）×平行棒の長さ 3 種類×隙間幅 3
種類の 4 要因分散分析にて解析した。 
 
その他の測定 
認知症の疑いのある参加者を除外するた

め，Mini-Mental State Examination（MMSE）
を実施した。さらに，高齢参加者の歩行能力
や動的バランス，俊敏性などを総合的に評価
するため，Timed up and go test（以下，TUG）
テストを実施した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 実験課題は，4m前方にある，2 枚のカー
テンの間にできた隙間に対して，接触な
く通り抜けることであった。参加者は 3
種類の長さの平行棒を持っており，棒の
先端がぶつからないように，棒の長さに
応じた体幹回旋角度を選択することが，
接触回避のために必要であった。 

 
４．研究成果 
1 2 つの実験のいずれにおいても，高齢者の
隙間通過時の体幹回旋行動そのものは，お
おむね若年者と同様の調節が行われていた。
この結果から，認知症の疑いがなく，歩行
機能も高い高齢者の場合，環境に即した歩
行パターンをある程度適応的に選択できた
といえる。 

 
2 実験 2 において。「隙間を通り抜ける際に，
できるだけ体幹を回旋しない」という空間
的な制約を与えた場合，たとえ歩行機能が
正常であっても，接触頻度が若齢者よりも
有意に高くなった。この傾向は特に，TUG
の所要時間が長い（つまり歩行機能が低い）
場合に顕著であった。 

 
3 TUG の所要時間で見る限り，本研究に参加
した高齢者は，一般的な高齢者に比べて歩
行機能が高い高齢者であった。TUG の所要
時間が長い参加者の場合，実験 2 において
接触頻度が多かったことから，年齢相応の
歩行機能を持つ高齢者の場合には，環境に
即した最適な歩行パターンを選択できる能
力が低下している可能性が示唆された。 
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